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SPORTS FOR ALL  
～ スポーツは健康な人のためだけでなく、すべての人に ～ Vol．114／ 2015  October 

（月1回発行） 

 

 学生の活躍や、取組みをご存知でしたら

広報室までお寄せください。 

   Monthly Reportで紹介する他、報道機関

にも旬な話題を提供していきたいと考えて

おります。 

 

 本誌へのご意見・ご質問等がございまし

たら、広報室までご一報ください。 

 

広報室 

  TEL 0224-55-1802 

  FAX  0224-57-2769 

    Email:kouhou@sendai-u.ac.jp 
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中国・瀋陽師範大学との国際交流促進に関する 

合意書に調印 

 

平成２７年１０月２９日（木）、仙台大学と中国・瀋陽師範大学は、

平成２０年５月２１日に締結した「仙台大学と瀋陽師範大学との間にお

ける国際交流に関する協定書」に基づき、両大学間の国際交流をさらに

促進するため、新たに「学部学生の相互交流および教職員の交流」の具

体的な取組項目について合意書を交わしました。 

調印式には、本学の阿部芳吉学長・齋藤浩二現代武道学科長・荒井龍

弥国際交流センター長や瀋陽師範大学の賈王明副書記ら１４名が出席。

阿部学長と賈副書記がそれぞれ合意書に署名し、両大学の交流をさらに

活性化させることを確認しました。 

賈副書記は「瀋陽師範大学は仙台大学との友好関係を大切にしてい

る。両大学の学部学生の相互交流と教職員の交流が一層進むことを期待

している」と話され、阿部学長は「９月１４日から２週間、本学の学生

２名が瀋陽師範大学でお世話になった。学生は一回りも二回りも人間性

が大きくなって帰ってきたように感じる。両大学の学生たちのために、

瀋陽師範大学と手を結んで、努力しながら精一杯教育していきたい」と

応じました。 

 ＜     目    次     ＞ 

仙台大学 広報室 

合意書に調印後、固く握手を交わす賈副書記（左）と阿部学長＝仙台大学 
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中国瀋陽師範大学短期研修  

学 生 ２ 人 は、研 修 滞 在

中、瀋陽師範大学国際教育

学院の留学生寮に宿泊し、

20数ヶ国からの計850名の留

学生とともに中国語および

各種の文化体験授業を受

け、寮生活をしました。普

段の授業から日常生活ま

で、他の国から来た留学生

と意欲的に中国語でコミュ

ニケーションを取り、友情

を築きました。また、中国語のリスニングやライ

ティングなどの授業では、初級レベルでありなが

ら、同クラスの留学生に励まされ、懸命に追いつ

き、２週間の受講を経て、自己紹介と簡単な会話

を聞き取ることができるようになりました。さら

に、京劇と伝統民族楽器の鑑賞、作法や考え方が

日本と異なる茶道と書道の体験を通じ、中国文化

を精神的にも身体的にも感じ取ることができまし

た。また、学外の見学で

は、清の時代を統治した皇

帝の初期の宮廷である瀋陽

故宮博物院や、日本軍によ

る満州事変の発端となった

柳条湖事件以降の中国侵略

の歴史を集めた9.18記念館

なども見学し、学生にとっ

ては、忘れられない経験に

なりました。 

修了式では、橋本太輔さ

んは「研修を通して教職員

の方や学生達の対応が良

く、これまで抱いていた中国のイメージが良い方

に変わった。また、進路の選択肢の一つとして、

瀋陽師範大学で国費留学生という長期留学も考え

ていきたい。」、高橋沙彩さんは「２週間、大

変、楽しく過ごした。今後も機会があればまた来

たい。そして、歴史について再認識し、非常に勉

強になった」と、ともに熱く感想を述べました。

今回参加した２名の学生にとって良い経験と刺激

になり、学んだことを生かして、将来に役立てて

もらうことを願っております。 

瀋陽師範大学と仙台大学とは、これまで、大学

院留学生との交換留学、教職員間の交流等を行っ

てきましたが、今回の学部生の短期研修派遣は初

めてであり、今後も本プログラムを継続すると同

時に、「海外武道実習」の実施や中長期の単位交

換留学制度の実現等にも向けて、さらに交流を拡

充していく予定でおります。 

 

＜報 告：研修担当・講師 馬佳濛＞  

2015年9月14日～27日に中国瀋陽師範大学における短

期研修が行われ、現代武道学科3年生の橋本太輔、高橋

紗彩の2名が参加しました。引率教職員は、馬佳濛講師

が全日程、斎藤浩二教授、金賢植講師、福原可奈氏が

前半、そして朴澤泰治理事長、近江康宏課長が後半と

いう分担での引率参加でした。 

本短期研修は、27年度文部科学省奨学金（JASSO）

補助の採択を受けて、初めて実施されたものです。プ

ログラムについては、現代武道学科が開講している

「中国武術Ⅰ」「中国武術Ⅱ」授業のアドバンスコー

スとして、本場での中国武術の習得を主な目的に、中

国語、京劇、中国伝統民族楽器鑑賞、中国茶道などの

多彩な文化体験によって構成されています。 

中国武術の習得に関しては、一般学生と共に太極拳

の授業を受講し、24式太極拳を熟練した上、一般の学

生とも交流を図りました。また、毎年本学での「中国

武術」集中講義の担当講師でもある瀋陽師範大学体育

科学術院の王強先生が実施した特別授業では、橋本太

輔さんが棒術、高橋紗

彩さんが剣術という中

国伝統武術の種目を紹

介され、たった２週間

という短期間で、基礎

的な型を習得すること

ができました。最終日の修了式において、担当教員お

よび体育科学術院院長から高い評価を得るとともに、

「今後も中国武術を続けて、武術を通じた日本と中国

のかけ橋になってほしい」との期待の意が示され、修

了書を授与されました。また、瀋陽師範大学武術チー

ムおよび瀋陽市体育学校武術チームのパフォーマンス

を見学し、中国武術を本場で見るだけでなく実施する

ことで、より理解を深め、中国武術の真の精神と技能

に触れることができました。 
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大学アスリートサポートシステムシンポジウム開催される  

サポートの態様としては、

トレーニング・サポート、

メディカル(AT、S&C等)・

サポート、パフォーマンス

(情報等)分析・サポート、

心理サポートなどの医科学

サポートの他、教育サポー

ト、研究サポート、財政サ

ポート等、広い視点からの

取組みがなされており、医科学サポートのうちの

心理サポート、および、教育サポートという取組

みは、本学のサポート体制としては未成熟な分野

であり、学生教育の質の充実という観点からも早

急な体制整備が必要であることを示していた。                

 日本体育大学の「医科学サポートは人間教育の

有効な手段」、「体を張った管理栄養士」等、東

海大学の「内部資金なし、委託研究など外部資金

の獲得」、「活動状況の保護者への開示」、「勉

強会重視」、「データ・ファイルの共用」、「地

域住民への間連学内資格の付与制度」等、国際武

道大学の「ATは体育的臨床であり教育である」

等の各事例紹介は、本学としても取組むべき方向

性を示唆している。 

今回聴講においては、川原センター長の講演内

容をビデオ収録しており、内容が学生の知識蓄積

分野として必須の事項であることから、学内の屋

外スクリーンでの放映により、学生に情報提供し

たいと考えている。 

 

＜報 告：理事長 朴澤 泰治＞   

 １０月３日、日本体育大学世田谷記念講堂におい

て、「大学におけるアスリートサポートの現状とその

展開」と題して、医科学サポートを中心とした各大学

の取組みに関するシンポジウムが開催され、本学から

は、鈴木省三副学長が「仙台大学のアスリートサポー

トについて」の講演を行った。 

 シンポジウムの冒頭、日本体育大学の松浪健四郎理

事長から、「２０２０年東京オリンピック・パラリン

ピックに向けて、日本体育大学は７０名の日本代表を

輩出することを目標とする。そのためにはサポート体

制の整備強化が必要であり、本日の実のある発表に期

待したい」との挨拶がなされ、先ず、国立スポーツ科

学センターの川原 貴センター長から、「国立スポー

ツ科学センターにおける医・科学サポート」と題し

て、日本におけるスポーツに対する医科学サポートの

歴史と現状について、分かりやすく解説がなされた

後、日本体育大学(西山哲成氏)、東海大学(有賀誠司

氏)、国際武道大学(山本利春氏)の医科学サポートの取

組みの各状況について、説明講演がなされた。 

松浪理事長挨拶  

日体大のＮＡＳＳパンフ  

陸上競技部･加藤由希子選手（健康福祉学科４年）が壮行会で抱負 

１０月７日（水）、本学管理研究棟２階大会議室において、１０

月２２日から１０月３１日まで開催される「ＩＰＣ2015陸上競技世

界選手権大会」（カタール・ドーハ）の女子やり投げに出場する本

学陸上競技部･加藤由希子選手（健康福祉学科4年―宮城・気仙沼女

子高校出身）の壮行会が行なわれました。本学の教職員約３０名が

出席。 

壮行会では、阿部芳吉学長から「自己ベストの更新を期待してい

る」。陸上競技部の藤井邦夫部長からは「次につながる活躍を期待

している。壮行会を開催して下さり、感謝している」と激励と感謝

の言葉が述べられ、その後、大学・保護者会・同窓会から加藤選手

に激励金が手渡されました。 

激励を受けた加藤選手は「今大会で２位以内に入るとリオデジャ

ネイロパラリンピックの出場権を得ることができます。最大限の力

を出して、よい報告ができるように頑張りますので、 

応援よろしくお願いします。本日は壮行会を開催して頂き、あり

がとうございました」と抱負と感謝の言葉を述べました。 世界選手権に向け「２位以内を目

指したい」と抱負を語る加藤選手 
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宮城県食生活改善推進員協議会仙南ブロック交流会in仙台大学  

法」、等が紹介されました。橋本副学長は「炭水

化物は、血糖値を急上昇させる性質をもってい

る。これが、血管を傷つけ、老化を早め、動脈硬

化や糖尿病を引き起こしている」と話され、「何

を」「どれだけ」食べたら良いのかを理解するこ

との重要性を強調しました。講演後の質疑応答で

は、食生活改善推進員から牛乳・卵・酒に関する

質問がなされましたが、橋本副学長の回答に納得

した様子で頷かれていました。 

引き続き、本学の柳澤麻里子新助手から「地域

で実践できる軽運動・体操」と題して、いつまで

も自分の脚で歩けるよ

うに無理なく行なえる

軽運動・体操の実演指

導が行なわれました。

「幸せなら手をたたこ

う」を歌いながら、手

を叩いたり、足踏みし

たり、食生活改善推進

員同士で触れ合ったり

しながら楽しく体を動かしました。 

最後に、仙南２市７町（白石市・角田市・蔵王

町・七ヶ宿町・柴田町・大河原町・村田町・川崎

町・丸森町）の食生活改善推進員から「私たちの

食を通じた健康づくり活動」と題した活動発表が

行なわれ、活発な議論が交わされました。 

宮城県食生活改善推進員協議会仙南ブロック交

流会は、参加者の皆様から好評を博し、盛会裏に

終了しました。  

１０月６日（火）、本学第五体育館で「平成２７年度

宮城県食生活改善推進員仙南ブロック交流会」が開催さ

れました。仙南ブロック２市７町の食生活改善推進員

（※地域における健康づくりと食育のアドバイザー（ボ

ランティア）。）約１３０名が集い、本学の橋本実副学

長からは「地域で支える健康づくり～健康寿命の延伸に

向けて～」と題する講演を行ないました。 

講演の冒頭、柴田町の滝口茂町長から「健康づくりに

は、バランスの摂れた食事・適度な運動・十分な睡眠が

大事。正しい情報を伝え、地域の健康づくりの担い手と

して活躍してほしい」。本学の阿部芳吉学長からは「食

を通じて健康で元気な人を増やし、地域に貢献してほし

い。実りある交流会にしてほしい」と歓迎の挨拶が述べ

られました。 

講演では、橋本副学長から「100歳以上まで生きるた

めの秘訣」、「糖質摂取で太る理由」、「糖質制限の方 

橋本副学長の講演の様子＝仙台大学第五体育館 

足踏みを実演指導する柳澤新助手 

平成27年度 東北多文化アカデミー主催・日本語学校開講式  

10月14日、次年度大学院入学予定である台

湾・中国の留学生が仙台市青葉区で行われま

した、東北多文化アカデミー主催の日本語学

校の開講式に参加しました。 

入学者は先月来日した中国の瀋陽師範大学、上海体育

学院と台湾の台東大学からの５名の留学生です。 

留学生の中の大半が日本での

生活は初めてであり、まだまだ

慣れていない様子で、辺りを物

珍しく見渡し、様々な物に対し

てカメラを向けている場面が多

く見られました。開講式では、

これからの新しい場所での生活

を心待ちにしているのが伝わるような輝いた目で、同席

された朴澤理事長や東北多文化アカデミーの方々の挨拶

を聞いていました。また、覚えたてで片言ではありまし

たが、しっかりと日本語で先生方に自己紹介を披露し、

終始和やかな雰囲気で式を終えることができました。今

後、日本語能力がどこまでレベルアップするのか、彼ら

の頑張りに期待したいものです。 

 

＜報 告：学生支援室 石橋雪乃＞ 
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仙台89ERS・2015-2016シーズンTKbjリーグ開幕戦を観戦 

私としましても株式会社ボディープラスイン

ターナショナル社長ホルトン氏を始め、たくさ

んの方々と交流を持つことができました。対戦

相手は東京サンレーヴスで、108-58と大きく突

き放したダブルスコアゲームとなり、ホーム開

幕戦をより一層盛り上げる大勝となりました。

佐藤文哉選手は得意のスリーポイントを3本沈

め、合計12得点という活躍でした。試合終了後

にはスポンサー企業と選手との交流会もあり、

朴澤理事長は佐藤選手とチアリーダーの鈴木保

之香さんとお話をされていました。佐藤選手に

は活躍を讃え、また、「もっとアピールをしな

くては」と激励されていました。今シーズンの

ロスターの特徴は日本人選手の補強であると見

受けます。経験も実力もある日本人選手に囲ま

れ、佐藤選手がさらなる成長をし、数多くの試

合で活躍することを期待しています。また、今

シーズンは仙台出身の選手も増え、地元に根付

いたチーム作りにも期待しています。 

仙台89ERSを離れて3シーズン目が始まりまし

たが、今年度も元チームメイトをサポートでき

る環境にいられることを朴澤理事長先生に感謝

申し上げます。 

 

＜報 告：新助手 白坂広子＞ 

2015-2016シーズンTKbjリーグが開幕しました。TKbj

リーグはこれが最終シーズンとなり、次シーズンから

日本のバスケットボールリーグが統一され、新しく『B

リーグ』として始まります。仙台89ERSはBリーグI部で

戦うことが決まっており、TKbjリーグ最後のシーズン

に悲願の優勝を果たすことを目標としています。 

平成27年10月10日、ゼビオアリーナあすと長町にて

行われたホーム開幕戦にご招待いただき、朴澤理事長

先生、キーナート副学長と観戦させていただきまし

た。満席の会場の3階席に案内され、食事や飲み物が用

意されており、会食を通して他スポンサー企業様との

交流を持つことができました。理事長先生は七十七銀

行頭取の氏家氏、株式会社藤崎専務取締役の田中氏と

ご交流を持たれておりました。 

左からキーナート副学長、鈴木保之香さん、佐藤文哉選手、朴澤理事長、白坂 

第一回スポーツ情報サポート研究会活動報告会が開催される  

10月13日（火）、本学講義棟Ｂ１０３教室にお

いて、「第一回スポーツ情報サポート研究会活動

報告会」が開催され、学生や関係教職員ら合わせ

て約４０名の聴講者が集まりました。スポーツ情

報サポート研究会は今年４月に設立。同研究会の

活動目的は、スポーツに関する様々な「情報」を

有効に活用できる実践力を身に付けること。情報

戦略系とマスメディア系の２つに分かれて、それ

ぞれ活動が行なわれ、「情報戦略系」では、 

主に特別強化指定サークルになっている一部の部活動を

対象として、ダートフィッシュやスポーツコードを使っ

て分析サポートが行なわれています。「マスメディア

系」では、本学が行なう学内外の様々な取組やサークル

活動、地域イベント等の取材・撮影・編集を行ない、主

に第三体体育館の大型スクリーンによる情報発信が行な

われています。 

 報告会の冒頭、スポーツ情報マスメディア学科の高橋

弘彦学科長から「映像がなければ分析はできない。情報

戦略系とマスメディア系の融合が重要。これまで取り組

んできた成果発表を楽しみにしている」と挨拶され、発

表が開始されました。 

発表者たちは真剣な表情で発表に臨み、事前に準備し

たパワーポイントで活動の成果を示しながら発表しまし

た。また、発表後の質疑応答でも活発な議論が交わされ

ました。 

発表会の最後に阿部芳吉学長から「仙台大学らしい素晴

らしい発表会で感動した。新しい分析の視点で「情報」

に対する考えを確立してほしい。情報分析による価値あ

る提言や情報発信を期待している」とエールが送られ、

発表会が締めくくられました。  

活動報告会の様子＝講義棟Ｂ１０３教室  
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2015東北こども博を開催―子どもたちの笑顔でいっぱい  

サリーを作る体験などができる「トイホ

ビー」、サッカーや野球などの競技に挑戦でき

る「スポーツ」、グルメ屋台などが並ぶ「お祭

り」、復興市場（女川のサンマやカキ・亘理の

はらこめしなどが出店）や（公財）音楽の力に

よる復興センター・東北が「音のおもちゃ箱

♪」と題したミニコンサートなど「ふるさと

（地域連携企画）」の４つのエリアから構成さ

れた多彩な催しが行なわれ、各会場は大人も子

どもも夢中になって楽しんでいました。 

約４００名の学生ボランティアが二日間に渡

り「東北こども博」を支え、盛り上げました。

トイホビー広場でプラバンアクセサリー作りを

体験していた仙台市立柳生小学校６年の女子児

童は、「昨年に続いて家族４人でこども博に来

ました。大学生が優しく教えてくれ、オリジナ

ルのプラバンアクセサリーができました」。ふ

るさと広場で紙ヒコーキ作りを体験していた名

取市立増田小学校３年の男子児童は、「こども

博は毎年楽しみな行事です。（折り紙ヒコーキ

協会会長の戸田拓夫さん：紙ヒコーキ室内滞空

時間ギネス世界記録保持者から）よく飛ぶ紙ヒ

コーキの織り方を教えてもらえて嬉しかったで

す」と語ってくれました。 

10月12日（日）・13日（祝・月）の二日間、「震災

からの復興」と「子どもたちの笑顔」をテーマに、

「2015東北こども博」（主催：東北こども博実行委員

会、後援：文部科学省／宮城県／仙台市教育委員会な

ど）が本学を会場として開催され、約１７，７００人

の方々がご来場下さいました。 

今回で５回目を迎えた「東北こども博」は、子ども

たちに、遊んで、からだを動かし、元気になってもら

おうと全国の玩具メーカーや地元企業約６０社が協

賛。アンパンマンやウルトラマンエックスなどのキャ

ラクターによるステージショー、最新の玩具やアクセ 

子どもたちと一緒に大人気の「ようかい体操第二」を踊る学生ボランティア 

＝仙台大学第二体育館  

ソチ五輪ボブスレー日本代表・黒岩俊喜選手が講演in大河原小学校  

大河原小学校で講演する黒岩選手 

 10月20日（火）、大河原小学校（全校生徒８４８人）でソチ五

輪に出場したボブスレーの黒岩俊喜選手（運動栄養学科4年－神奈

川･橘高校出身）の講演会が行なわれました。黒岩選手は、夢を持

つことの素晴らしさや、困難に立ち向かい努力し続けることの大

切さを児童たちに伝えました。 

 黒岩選手はオリンピックについて、競技だけでなく、国際理

解・国際交流も魅力の一つと強調。自分の小学校時代に触れ、

「テニスや陸上で精一杯取り組んだ結果が良い方向に進んでいっ

た」と振り返りました。また、自らの経験談を交えながら、夢を

叶えるための３つの心構えについて「夢や目標を持って努力する

こと、感謝すること、自分を好きになることが大切」と呼び掛け

ました。 

 講演会終了後、黒岩選手は児

童代表から「黒岩さんの生き方

を通して、頑張ること、挑戦す

ることの素晴らしさを学びまし

た。次のオリンピックも頑張っ

て下さい」とお礼の言葉と花束

が贈呈されました。 

なお、講演会は本学と大河原

小学校の連携事業による一環と

して、同小学校が企画しました。  
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平成２７年度前期海外留学研修報告会および後期留学生交流会  

報告の中で学生からは、「日本では体験でき

ないことができ、今後勉強を進めるうえで参考

になった」「海外に行って視野が広がった」

「留学経験を活かせる職業に就きたい」という

声が聞かれ、有意義な留学研修が行われたこと

が伺えました。 

報告会終了後には中

国、台湾、ベトナム、ド

イツからの留学生と本学

学生との交流会も開催さ

れ、留学生全員の日本語

での自己紹介や、中国に

留学した学生による中国

武術の演武が披露されるなど、終始和やかな雰

囲気で会が進みました。 

荒井龍弥国際交流センター長は「留学を経験

した学生はその経験を大学生活に生かしてほし

い。また、留学生の皆さんも仙台大学で多くの

ことを経験してください」と締めくくりまし

た。 

後期も様々な留学研修プログラムが予定され

ており、本学の国際交流がますます活発化して

いくことが期待されます。 

 

＜報 告：事業戦略室 石森靖明＞ 

国際交流センター主催の前期海外留学研修報告会が 

１０月２０日（火）、学生食堂「なちゅら」において開

催され、教職員・学生・留学生など約６０名が参加しま

した。 

会のはじめに阿部芳吉学長から「日本の良さは海外に

行くことにより再認識することができる。今後も世界に

視野を広げながら頑張ってほしい」とあいさつされまし

た。報告会ではハワイ大学アスレティックトレーニング

研修アドバンスコース、フィンランドカヤーニ応用科学

大学長期交換留学、そして、協定締結後初めての派遣と

なった中国瀋陽師範大学中国武術・文化研修派遣の３つ

のプログラムの報告が行われました。 

船岡さくら商店街「スマイルロード・プログラム」に本学学生が参加  

 スマイルロード・プログラムに参加した女子バス

ケットボール部の関畑希さん（せきはた・のぞみ）

（健康福祉学科4年－岩手・一関学院高等学校出

身）は、「地域の方々から

多くの声をかけていただ

き、柴田町・船岡の温かさ

を改めて実感しました。今

回の経験は部活動や社会に

出てからも活かせると思う

ので、今後も地域に貢献で

きる活動をしていきたい」と充実した表情で話して

くれました。 

  

船岡さくら商店街「スマイルロード・プログラム」

とは 

 宮城県の支援を受け、良好な道路環境をつくるた

め、定期的に清掃や緑化活動を行い、もって地域環

境の維持向上と道路通行安全確保を通し、民間と行

政のパートナーシップの構築と住民参加のまちづく

りを図ることを目的とする。 

 

＜報 告：新助手 溝上 拓志＞ 

 10月28日（水）に「船岡さくら商店街「ス

マイルロード・プログラム」」が実施されま

した。本学からは吉田事務局長、川村学生課

長をはじめ、女子バスケットボール部の菅野

コーチと部員10名が参加し、船岡さくら商店

会会員の皆様とともに街路の清掃と花木の植

栽を行いました。街路の清掃や花木の植栽中

には、地域の方々から「お疲れ様」「ありが

とうね」といったお言葉を多くかけていただ

き、交流を深めながら取り組んでいました。 
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元桜美林大学大学院教授 船戸高樹先生との懇親会が開催されました 

として、船戸先生からご指導を受ける運びとな

りました。 

船戸先生には、第１期生である番匠入試創職

室長を始め、中鉢入試創職担当課長、岡沼会計

課長、渡辺広報室担当課長、庄子教務課長、三

浦入試創職室担当課長、吉田茂予算管理課担当

課長、杉本入試創職室担当課長、伊東教務課担

当課長、第６期生として最後に薊（大学院事務

室担当課長）がご指導頂きました。この流れ

は、現在も継続しており、毎年１・２名の本学

事務職員が桜美林大学大学院に入学して研究を

行なっております。 

現在、中小規模私立大学のなかで修士の学位

を保有する事務職員の比率は、本学が全国有数

であると思われます。 

当日は、厳しい修論指導の思い出話の他に

も、船戸先生主催のアメリカ研修でのハプニン

グなどの話しで盛り上がり、非常に有意義な時

間を過ごすことができました。 

今後も大学院在籍時の気持ちを忘れずに、大

学発展のために船戸先生にご指導頂きながら、

事務職員としての業務を遂行していく所存であ

ります。 

 

＜報 告：大学院事務室 薊 正展＞ 

１０月２６日（月）、船戸高樹先生（本学客員教授／

山梨学院大学教育・学習開発センター顧問／元桜美林大

学大学院教授）が来仙され、桜美林大学大学院の船戸研

究室に在籍していた本学事務職員との交流を図りまし

た。 

船戸先生と本学との繋がりは、平成１３年に日本私立

大学協会主催の米国大学経営戦略視察団に朴澤理事長が

参加された際に、船戸先生からレクチャーを受けたのが

始まり。 

その後、桜美林大学が大学事務職員を対象とした大学

運営に関する通信制大学院を開設（桜美林大学大学院大

学アドミニストレーション研究科）。船戸先生もその教

授陣の一員となられました。本学事務職員がＳＤの一環 
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Japan Welcomes our Students! 

【概略】 
 仙台大学が提携しているカリフォルニア州立大学ロングビーチ校（CSULB)の大学院から、スポーツマネー

ジメントを学ぶ７名の大学院生と彼らの引率としてキネシオロジー学部の副学部長であるテリー・ロバートソ

ン氏が来訪し、７月１９日～７月３０日まで本学で学びました。その様子がスポーツマネージメントプログラ

ムの２０１５秋号として同大学院のHPで紹介されました。 

 今年で３回目となる同大学院生の本学の訪問は「お習字」など日本文化を体験しつつ「SENDAI８９

ERS」・「楽天」・「ベガルタ」を見学し、日本におけるプロスポーツがビジネスとしてどのように成り立っ

て行くかを実践的に学ぶ非常に充実した内容として、毎回好評を得ています。 

 参加者の１人であるレオ・マグナさんは「日本・仙台大学におけるこの研修に参加することは、私の人生に

おいて最高な体験の１つとなりました。楽天やベガルタの試合を観戦する前に私達はそれぞれのチームの経営

者レベルの方々に会い、プロスポーツを彼らがどのように運営し、日本においては異国と違うどういったチャ

レンジをしているのか、非常に価値あるお話を聞くことができました。また、ホスピタリティに満ち、きめ細

やかな日本の心を象徴するおもてなしの数々は、何より胸を打たれるものでした。仙台大学の関係者や学生達

は、両手を広げて私達を歓待し、決して忘れぬ体験を積み重ねられるよう終始温かく手を差し伸べてくれ、こ

の研修が大学院で学ぶプログラムのハイライトであることは疑う予知がありません。他国の文化とスポーツを

体験できる短期留学は、何より素晴らしく、是非参加するよう大学院生全員に勧めたいと思います」と語って

います。 
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熊原健人投手（体育学科４年）が横浜ＤｅＮＡから２位指名 

―仙台大学から初のプロ野球選手誕生！ 

横浜ＤｅＮＡから指名を受けると、直ちにそ

の場で記者会見が行なわれました。熊原投手は

記者からの質問に

対し、「ドキドキ

しました。素直に

嬉しいです。仙台

大学第一号のプロ

野球選手になれて

光栄。大学入学後

に、体重は２０ｋｇ増えました。仙台大学の素

晴らしい環境とトレーナーのお陰です」「自分

の持ち味は投げっぷり。プロの選手相手にイン

コースを強気に投げていきたいです。プロ野球

の世界は厳しいですが、長く記憶に残る選手に

なりたいです」と今後に向けての決意を表明し

ました。 

記者会見終了後には、本学硬式野球部約１５

０名のチームメイトによる熊原投手を祝福する

胴上げが行なわれました。引き続き、熊原投手

への熱い応援をよろしくお願い致します。 

 

＜阿部芳吉学長のコメント＞ 

横浜ＤｅＮＡベイスターズから２位指名を受

け、大変嬉しく存じます。本学のプロ野球選手

第一号として、なるべく早く一軍で活躍してほ

しいと願っています。これまで熊原投手を育て

て下さった方々に心から感謝申し上げます。 

10月22日（木）、2015プロ野球ドラフト会議におい

て、本学硬式野球部の熊原健人投手（体育学科4年－宮

城・柴田高校出身）が横浜ＤｅＮＡベイスターズからド

ラフト２位指名を受けました。仙台大学から初のプロ野

球選手が誕生しました。熊原投手は、３年春に３４年ぶ

りのリーグ優勝に貢献。３年秋の東北学院大学戦でノー

ヒットノーランを達成。全国大会には３年春（ベスト

８）、４年春（１回戦）の全日本選手権に出場。2014年

大学野球日本代表。2014年２１Ｕ日本代表に選ばれるな

どの活躍を見せました。 

大学内の記者会見場には、テレビ局・新聞社など約８

０名のマスコミ関係者が取材に訪れました。熊原投手

は、硬式野球部の高橋義夫部長・森本吉謙監督と共に、

テレビで生中継されているドラフト会議の進行を見守り

ました。 

高橋部長（左端）・森本監督（右端）と固く手を握り合う熊原投手＝仙台大学 

熊原健人投手(体育学科4年)に横浜ＤｅＮＡからドラフト指名あいさつ 

左から武居スカウト・吉田スカウト部長・熊原投手・阿部学長・

森本監督・高橋部長＝仙台大学 

学長・高橋義夫部長・森本吉謙監督へ指名あいさつに

来校されました。熊原投手は、吉田スカウト部長から

ＤｅＮＡのラミネス新監督の直筆サイン入りカードと

ＤｅＮＡの帽子をプレゼントされました。 

吉田スカウト部長は「熊原投手の体全体を使ったダ

イナミックで躍動感ある投球フォームは、元阪神の村

山実さんを彷彿させる迫力がある。即戦力として期待

している」と評価の言葉を述べられました。  

熊原投手は「プロは大学生に比べて２段階レベルが

高く、自分はまだまだ力が足りないところがたくさん

あると自覚しています。一年目から一軍で投げられる

ように、これからの時間を大切にしていきたいです」

と一年目からの活躍を誓いました。 

阿部学長は「早く一軍で活躍する姿が見たい。体を

壊さないように気をつけ、息の長い投手になってほし

い」と熊原投手を激励しました。 

熊原投手は今後、メディカルチェック・仮契約を経

て11月28日(土)に横浜スタジアムで開催されるファン

感謝デーで正式にお披露目される予定です。 

10月28日（水）、プロ野球ドラフト会議におい

て本学硬式野球部の熊原健人投手（体育学科4

年－宮城・柴田高校出身）をドラフト２位指名し

た横浜ＤｅＮＡベイスターズの吉田孝司スカウト

部長と武居邦夫スカウトが、熊原投手・阿部芳吉 
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全日本大学女子駅伝東北学連選抜 

―伊藤玲奈主将（4年）「2年分の思いを込めて」 

東北学連選抜は2時間19分17秒（オープン参加

の為、公式順位はつかず）で25位という結果でし

た。レース当日は気温が低く、強風が吹き、時に

は雨も混じるコンディションの中でのレースでし

た。 

昨年に続き東北学連選抜

に選出された伊藤主将は、

レース後に「個人として納

得のいく走りは出来ません

でしたが、駅伝を楽しみな

がら走ることが出来まし

た。」と振り返りました。 

「昨年は補欠で出場する

ことが出来なかった分、2年

分の思いも込めながら走り

ました。仙台大学の関係者をはじめ沿道で手を

振って下さる方々、皆さんの応援が力になりまし

た。来年は、後輩達にもぜひこの舞台を体験して

ほしいです。」とエールを送りました。  

 
＜報 告：スポーツ情報マスメディア学科３年・ 

           陸上競技部 横山剛士＞ 

10月25日（日）、宮城県仙台市で「第33回杜の都 全

日本大学女子駅伝」が開催され、参加26チームが仙台

市陸上競技場から仙台市役所前広場までの6区間38.0㎞

を駆け抜けました。本学陸上競技部からは、東北学連

選抜（オープン参加）の主将として伊藤玲奈選手（体

育学科4年－宮城・明成高校出身）がアンカーを務め、

第6区（5.2㎞）を19分39秒（区間24位）のタイムで走り

切りました。 

レース後に笑顔を見せる伊藤主将 

今野杏夏選手（体育学科１年）が「第１回アジア空道カップ大会」 

初代チャンピオンに輝く 

写真：本人提供 

10月4日にモンゴルのウランバートルで開催された

「第１回アジア空道カップ大会」において、本学の

今野杏夏選手（いまの・きょうか）（体育学科１年

―仙台第三高校出身）が初代チャンピオンに輝きま

した。 

空道は日本（宮城）発祥の総合武道。大道塾が作

り上げた安全性と実戦性の両立を目指した競技であ

り、打撃技・投げ技・寝技が認められた打撃系総合

武道です。 

今野選手は「３年後の世界大会は、東京で開催さ

れます。そこで優勝することが、大学生としての最

終目標です」と力強く今後の抱負を語りました。 

PROFILE 

 今野 杏夏（いまの きょうか）／第１回アジア空道アップ大会初代チャンピオン 

 

1996（平成8）年7月23日生まれ 。宮城県多賀城市出身。163cm／67kg。血液型Ｏ型。 

小学校５年で空道を始め、高校２年時に「全日本空道ジュニア選手権大会Ｕ19 優

勝」・高校３年時に「第1回世界空道ジュニア選手権大会 優勝」・大学１年時

に「2015北斗旗全日本空道体力別選手権大会 初出場初優勝」。そして今回、

「第１回アジア空道カップ大会」で優勝を果たす。日本空道界を代表する選手。  
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陸上競技部、佐々木琢磨選手が「第8回アジア太平洋ろうあ者競技大会」

の100ｍで金メダル獲得 

 

 

１０月４日に台湾の台北で開催された「第

８回アジア太平洋ろうあ者競技大会」の100

ｍにおいて、本学陸上競技部の佐々木琢磨選

手（ささき・たくま）（健康福祉学科４年―

岩手・盛岡聴覚支援学校出身）が金メダルを

獲得しました。 

佐々木選手は、両側内耳性難聴による聴覚

障害者２級のろうあ者。佐々木選手は「2017

デフリンピック（トルコ・アンカラ）で世界

一を目指す」とさらなる飛躍を誓いました。 

金メダルを手に笑顔を見せる佐々木選手（中央）＝台湾・台北 

PROFILE 

 佐々木 琢磨（ささき たくま）／第８回アジア太平洋ろうあ者競技大会の100ｍで優勝 

 

1993（平成5）年11月30日生まれ 。青森県五戸市出身。167cm／66kg。血液型Ｂ型。 

青森県立八戸聾学校中等部から陸上を始め、岩手県立盛岡聴覚支援学校高等部３年

時に「全国ろうあ者体育大会」の100ｍ・200ｍ・4×100ｍで三冠を達成。大学２年時

に「第２２回夏季ソフィアデフリンピック」の200ｍと4×100ｍに日本代表として出

場。大学４年時に「第１２回日本聴覚障害者大会」の100ｍと200ｍの２種目で３年

ぶりに自己ベストを更新（100ｍ：10秒88／200ｍ：22秒51）して優勝。 

そして今回、「第８回アジア太平洋ろうあ者競技大会」の100ｍで優勝を果たす。 


